
=         研 究 目 的

近年,幻児体育に関する体育科学的な研究が,

かなり多 く報告されるようになってきた.幼児の

運動能力の実態に関する研究については,松田・

近藤等による研究,1)森下による研究,2)竹内 。川

畑・松浦等による研究
3)を はじめとして,多 くの

報告がある.ま た運動の練習効果に関する研究に

ついても,前者ほど多 くはないが,勝部・原田・

後藤等による研究,4)山 川による研究,5)森国によ

る研究
6)等 いくつかの報告がなされている.しか

し,幼児の水泳能力に関する研究報告は, これま

で非常に少ない.
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幼児期においては,水泳すなわちブール遊びと

いわれているが,こ のプール遊びは,全身運動の

ひとつであるため,身体の発育・発達をはかるの

に,全体的なバランスのとれた良い効果を与える

運動とされている。発育・発達の盛んな幼児期に

おいては,プール遊びはこの意味からも必要なこ

とであり,現実に,幼稚園,保育園の夏期の保育

カリキュラムにおける重要な位置をしめている.

しかし,こ の幼児期におけるプール遊びの指導方

法いかんによって,プ ール嫌いな者をつ くってし

まうことがあるので,その指導内容には特に注意

が必要とされる.

本研究では,各年令に応 じ,個 々の幼児のため

幼児の水泳能力の実態と練習効果についての一考察

崎 康  明*

The Study on Children's Ability in SwiΠ ling and the Erect of Training

by

Yesuarr Nozexl

(Department of Physical Education, College of General Education, University of Tokyo)

This study investigated children's ability in swiming to observe the difference in the
ability according to their age and sex, by providing them sixteen kinds of swiming tests.
Furthermore, it investigated the effect of training by providing them one and a half month's
game-training in pool in summer.

Subjects were 58 children both male and female within the age range of. 2 to 6 years.

The results of the study were as follows.
I. On the ability of swiming.
l) Though there were some individual differences, as a whole the highter subject's age

was, the more difficult swiming tests the subject could perform.
2) There appeared no obvious differences in the ability of swiming according to their

sex,
II. On the effect of training.

1) The effect of the training could be observed in any ages. Especially with the subjects
over the age of five years and six months, the effect was obvious.

2) There appeared no obvious differences in the result of training according to their sex.

[Proceedings of Department of Physical Education, College of General Education, University
of Tokyo, No. 7,83-88, 19721
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の, よりよい指導方法を考えることを目的とした

が,今回は,幼児の水泳能力の実態を調査し,さ
らに練習による効果についても検討した.林等に

よる幼児の水泳指導に関する研究報告
7)では,ス

イミングクラブの幼児を対象として, クロールと
バックの技術段階を修了するために要する時間数

を, 304才児グループと, 605才児グループ

について調査している.しかし, クロールとバ ッ

クの差については論 じているが,年令差について

はあまり論 じていない。本研究では, 2才から6

才までの幼児を対象とし,各年令別に,その水泳

能力の年令による差を検討した.ま たさらに,通
常の保育場面での夏期のプール遊びによる幼児の

水泳能力の練習効果についても,検討を加えよう

とした.

研 究 方 法

被験者は,都内H保育園の園児で 2才から6才

までの男女計 58名 である.水泳能力を調べ る た

め, 次の 16項 目をテス トとして用いたが, これ

らのテス ト項 目は,水に全然入ることも出来ない

幼児から,泳げる幼児までの能力をテス トするた

めに,難度の順位をつけてある.難 度 につ い て

は,著者及び保母 8名 で決定した.項 目の名 称

は,誰がみてもわかるようにと,平易なことばを

用いた.

1。 水位ひざ程度の水の中 (プ ール)に入れる。

2。 水の中で歩 く。 3。 水の中でしゃがむ.4。 水

の中でしゃがんで歩 く.5.水 の中では う (水位

ひじ).6。 水の中では う (水位肩).7。 アザラシ

歩き.8.水が顔にかかっても平気。9。 顔を水に

一瞬つける。10。 顔を水につける.11。 頭全体を

水の中に入れる。12。 水の中で息をは く.13.水
の中で目をあける。14.け のび。15。 ばた足 16.

初歩の泳ぎ.以上の 16項 目についてテス トを 行

った.

1972年 7月 中旬に第 1回テス トを行い, 9月 上

旬に第 2回 テス トを行った.テ ス トには,必ず担

任保母が 1人 プニルに入 り,ま た検者にも1人参

加した。 7月 から9月 までのプール遊びの指導方

法は, プール遊びを大きく3つに分けて,各幼児

の能力に応 じた遊びを指導し,そ こから次の遊び

第7号

へと移行してい くようにした.すなわち,顔に水

のかかることをいやがる者には,水の中に入れれ

ば誰でも出来ると思われる遊び,例えば,水の中

を歩 く,水の中を走る,並びごっこ,動物になっ

て歩 く等を中心にして指導した.水が顔にかかっ

ても平気な者には,水がお互にか か りあ い,ま
た,水の中で自由に動けることを目的 と した遊

び,例えば,水かけっこ,ス ベ リ台,ボ ール沈

め,立ち飛び込み,あいさつ,つなひき,ブ クブ

ク遊び等を中心にして指導した.水の中にもぐれ

る者については,も ぐりっこ,宝ひろい,水中ジ

ャンケン,水中にらめっこ,水中輪 くぐり,色あ

てごっこ,水中回転といった泳ぎの基礎になる水

中動作を中心として指導した.ま たこれらの出来

る者には,ばた足の練習,面かぶ り, クロール
,

飛び込み等を指導した.各幼児の平均プール遊び

回数は 15。 2回であった。 1回の時間は, 2才か

ら3才で 30分, 4才から6才 では 40分 で あ っ

た。

研究結果と考察

水泳能カテス トの結果及び練習効果についての

テス ト結果は, 表-1, 表-2, に示す通 りで あ

る。完全に出来たものは○,不完全ながら出来た

ものは△で表示 した.表-2の 2才前半男児は 1

名であるが,夏のプール遊びの指導効果がかなり

良く出ている.女児では効果があまりみられない

が,こ れは 5人中 3人が 7月 のテス トで,すでに

顔に水がかかっても平気なところまでいっている

ためと思われる.しかし,男女を通 じて,顔を水

に一瞬つけるところまではいかなかった.

2才後半では,男女ともに,水が顔にかかって

も平気であり,練習によって,男児の 1人が不完

全ながら顔を水に一瞬つけるところまで行き,女

児では, 2人が完全に出来るところ まで到達 し

た。やは り, 2才前半よりは,能力も練習効果も

あることを示 している.

3才前半では,男児の 3人中 1人が 7月 から顔

を水に二瞬つけることが出来たが,夏の練習効果

はみられない.女児は 1人だが,練 習 効果 が あ

り,顔を水に一瞬つけられるようになった.

3才後半では, 7月 から男女とも2人中 1人が

ゝ
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顔を一瞬水につけることが出来るようになり,練

習によって,男女とも全員が顔を水につけること

が出来た.ま た男児の 1人は,水の中で息をはく

ことが出来るようにな り,女児では, 2人 とも水

中で息をは くこと,水中で目をあけることが出来

るようになり, 1人は頭全体を水の中に入れるよ

うになった.

4才前半では,男児では 3人中 1人 しか顔を水

に一瞬つける者がいない,女児は 3人 と も出来

る。練習により,男児 3人中 2人が頭全体を水の

中に入れられるようになり,女児も同様な結果が

みられ,練習効果では, 3才後半よりもまさって

いる。 4才になると,練習によってかな り,水に

意欲的に取 りくむ意識が出てくるもの と思 わ れ

る。

4才後半では,男女ともほとんどのものが,顔

を水につけることが出来,頭全体を水の中に入れ

ることができるものも,男児では, 8人 中 3人 ,

女児では 5人 とも出来ている.ま た男児も1人を

除き全員練習によって頭全体を水の中に入れるこ

とが出来るようになり,何人かの者がけのび,ば

た足,初歩の泳ぎまで出来るようになった.

5才前半では,男女とも能力及び練習効果で,

4才後半と同じような傾向がみ られ る.何 人 か

は,初歩の泳ぎまでい くが,ほ とんどは,ま だ頭

全体を水の中に入れることが出来るようになった

にとどまっている◆

5才後半と6才前半では,月 7の 水 泳 能 力 で

は, 4才後半, 5才前半とあまり変わらない結果

であったが,練習効果がめざましく,ほ とんどの

者がけのび,ばた足,初歩の泳ぎができるように

なった.初歩の泳ぎの出来ない K。 0.は,夏期

2回 しかプール遊びに参加していないために,こ

のような結果がでたものと思われる.叉 NoN。 は

年令は 6。 3才 となっているが,知能の点で著しく

他の子どもより遅れていることが, このような結

果をもたらしていると思われる.そ こでこの年令

では,も ういわゆるプール遊びの段 階 か ら脱 し

て,水泳の基礎を指導出来る段階にまでなってい

ることがわかる.

以上の結果から2才から3才では,水が顔にか

かっても平気で水遊びが出来るようには,練習で
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充分到達できることがわかった.3才 後半 か ら

は,何人かが水中に頭全体を入れるようになり,

4才では練習すればほとんどの者が,頭全体を水

の中に入れることが出来,水中動作を行える下地

が出来てくる.ま た 5才後半からはほとんどの者

が,けのび,ばた足,初歩の泳ぎが練習によらて

出来るようになることが分った.

従って,幼児の水泳指導の方法にあたっては,

2才から3才前半までを 1区切 り, 3才後半から

4才後半までを 1区切 り, 5才後半以上とい うふ

うに分けて,水泳指導の段階をつけることが出来

るように思われる.2才から3才前半までは,水

を使っての遊びを通して,水が顔にかかっても平

気になるようにすることを目標とし, 3才後半か

ら5才前半までは,水中で動作を行 う遊びを通し

て,頭全体を水中に入れることを目標とし, 5才

後半からは,水泳の基礎指導をしていき,何かの

型で泳げるとい う目標を設定してい くことが,本

研究の結果から可能と思われる.

しかし, これらも,発育・発達の個人差,環境

の差による影響が大きいので, この点を考慮せね

ばならない.ス イミングスクール等で特別指導し

た場合は,さ らに,水泳能力の習得 の早 い こと

が,林等によって報告されている.今回は保育園

に限ったため,サ ンプル数がかたより,特に低年

令のサンプル数が少ないため,傾向をみたにとど

まるが,サ ンプル数を多くすれば,各年令に応 じ

た,よ り明確な指導目標,指導段階が考えられる

と思われる.

要     約

2才から6才までの幼児 58名 を対象に して,

16項 目にわた り,水泳能カテス トを 7月 中旬と9

月上旬の 2回行い,幼児の水泳能力の年令,男女

による差をみると共に,夏のプール遊びの指導に

よる練習効果もあわせて検討し,次のような給果

を得た.

1。 水泳能力について

1)個人差があるが,全体として,年令が高まる

につれて, より難度の高いものが出来る.

2)男女による明確な差はみられない。

2。 練 習 効 果

ン
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